
 

1 

 

大学生の幸福感について 

～動機づけと余暇の過ごし方との関係～ 
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１．序論 

「幸福についての研究は紀元前から行われてきた(大石, 

2009)」幸福についての研究は 1960 年頃までは客観的行動に

現れる変数を対象とするものが多く，この数十年で徐々に主

観的な概念が認められ様々な研究結果が示されてきた。大学

生の幸福度についても様々な研究があるが，SNS の発展に伴

い人間関係や余暇の過ごし方，大学に入学する理由が変化し

幸福感に対する影響も変化していると考えられる。本研究で

は大学生の幸福感に影響を与えると考えられる動機づけや余

暇の過ごし方などについて検討する。 

幸福がこれまでどのように測定されてきたかを紹介する。

幸福研究には客観的幸福研究と主観的幸福研究が存在する。

客観的な幸福研究とは客観的なデータを用いて間接的に幸福

感を測る方法である。例えば，収入や学歴，生活の状況や健

康状態など幸福感に関係しそうな指標を何らかの形で客観的

に計測する。しかし，客観的なデータだけでは幸福と関係し

ているかはわからないため，主観的幸福と比べる必要がある。

客観的なデータの例として収入の多さをあげると，「収入が増

えると幸せになる」と考え収入を測ったとしても，本当に幸

せになっているのかは主観的な幸福感を調査し，比較しなけ

れば本当に収入と幸福感が関係しているかはわからない(前

野, 2013)。主観的な幸福研究とは，「ディーナーらの人生満

足尺度」「生活満足度」「幸福度」「感情的幸福」などアンケー

ト調査による幸福を定量化したものを用いた研究で，それぞ

れの主観的幸福感の尺度の間にはそれなりの相関があること

が知られている(前野, 2013)。ギャロップ社などの大規模な

調査では、「全体的にどれくらい幸せですか？全く幸せではな

い/まあまあ幸せ/とても幸せ」や，「あなたは，自分の人生に

どれくらい満足していますか？」といった問いがなされる(大

石, 2009)。最近では数項目からなる尺度(ディーナーらの人

生満足尺度)がよく使われている(大石, 2009)。本研究では後

者の人生満足度を主観的幸福として用いる。 

主観的幸福感と相関する結果を示している研究の中で大学

生の幸福感に影響すると思われる研究をいくつか紹介する。

吉中・清水池・安藤(2015)では，大学生が幸福度を判断する

場合に何を重要視しているのだろうかという点を見ると，「自

由な時間」「充実した余暇」「趣味などの生きがい」などの個

人的な生活に充実感を求めるような項目と「友人関係」「職場・

学校などの人間関係」といった項目を重要視していることが

示されている。久田(1987)によると，「ある人を取り巻く重要

な他者(家族，友人，同僚，専門家など)から得られる様々な

形の援助(support)は，その人の健康維持・増進に重大な役割

を果たす」という見解が示されている。また，みずほ総合研

究所(2011)では，「職場の人間関係の良さと幸福度の間には強

い関係性が見られた」「幸福度の高い人たちほど趣味や娯楽を

楽しんでいる傾向が見られた」「幸福度の高い人たちほど、住

んでいる地域の近所付き合いが活発であると回答している人

の割合が高かった」という結果が示されている。これらの研

究は「良好な人間関係」「余暇や趣味の時間」が幸福感を高め

ることを示している。 

大学生の幸福感には学習成績やスタイルとの関連も示され

ている。大石ら(2007)によると，「不幸せ」な学生よりも「幸

せ」な学生のほうが，成績が高いことが示されている。櫻井

(2009)は学習に関する調整スタイルと健康(特に精神的健康)

の関係について調査している。学習に関する調整スタイルと

は学習に対する自律性の程度のことであり，自律性の高いも
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のから，内的調整，統合的調整，同一化的調整，取り入れ的

調整，外的調整，調整なしに分けたものである。櫻井(2009)

は自律的な理由で学んでいる人が，統制的な理由で学んでい

る人よりも精神的に健康であることを示している。櫻井

(2009)は自律的な理由で学ぶ人ほど，ポジティブな感情を持

ちやすいとも述べており，ポジティブな感情が高まることに

よって精神的健康が高まる可能性も考えられる。これらの研

究をまとめると，大学生の幸福感には「良好な人間関係」「余

暇や趣味の時間」「学習に対する動機づけ」が影響すると考え

られる。 

２．仮説 

 本研究ではディーナーらの人生満足尺度と西村ら(2011)の

自律的学習動機尺度，内閣府経済社会総合研究所(2012)のソ

ーシャルサポート，趣味や娯楽に費やす時間の尺度を用いて，

それぞれの尺度が先行研究を再現するか，そして「人生満足

尺度」と「自律的学習動機尺度」，「人生満足尺度」と「ソーシ

ャルサポート尺度」，「人生満足尺度」と「趣味娯楽に費やす

時間」の関係性を検討することを目的とする。先行研究から

数年経っており，スマートフォンの普及や SNS の増加により

ソーシャルサポートや幸福感が変化し先行研究を再現しない

可能性が考えられる為，先行研究を再現するか検討する。「デ

ィーナーらの人生満足尺度」「生活満足度」「幸福度」「感情的

幸福」の間にはそれなりの相関があり(前野, 2013)，「自律的

な理由で学んでいる人は，統制的な理由で学んでいる人より

も精神的に健康である(櫻井, 2009)」ということから，人生

満足度と自律的学習動機尺度の内的調整・同一化的調整が正

の相関を示し，取り入れ的調整・外的調整が負の相関を示す

と予測される。「幸福度の高い人たちほど趣味や娯楽を楽しん

でいる傾向が見られた(みずほ総合研究所, 2011)」という結

果から人生満足度と趣味・娯楽に費やす時間は正の相関を示

すと予測される。また，人間関係の良さと幸福感が相関して

いることから人生満足度とソーシャルサポートが正の相関を

示すと予測される。 

仮説１：人生満足度と自律的学習動機の内的調整・同一化

的調整は正の相関を示し，人生満足度と自律的学

習動機の取り入れ的調整・外的調整は負の相関を

示す。 

仮説２：人生満足度と趣味・娯楽に費やす時間は正の相関

を示す。 

仮説３：人生満足度とソーシャルサポートが正の相関を示

す。 

３．研究１ 

３．１ 調査対象者 

 高知工科大学の学生 86 名（男性 52 名，女性 34 名），高知

県立大学の学生 28名（男性 2名，女性 26名），所属不明 1名

の計 115名であった。 

３．２ 調査時期及び手続き 

 調査は 2016 年 11 月に数名の組に分かれて行われた。参加

者は実験室に集まり， 数十分ほどの質問紙に回答し，他の実

験と合わせて 1000円の報酬を受け取り退室した。 

３．３ 調査内容 

 質問紙の内容は，Diener(1985)の人生満足尺度，自律的学

習動機尺度（西村, 2011），ソーシャルサポート尺度（内閣府

経済社会総合研究所, 2012），趣味娯楽に費やす時間で構成さ

れていた。自律的学習動機尺度は中学生を対象に作成された

尺度だった為，大学生向けに一部の文章を変更し使用した。 

人生満足尺度では，『以下の各文章について，あなたの考え

を「１：全く当てはまらない」～「７：とても当てはまる」の

いずれかの数字に○をつけて答えてください。』という教示文

のもと「私は自分の人生に満足している」や「私の人生は，

とてもすばらしい状態だ」など 5 項目を 7 件法で回答を求め

た。 

 自律的学習動機尺度では，『以下の項目は，あなたが大学で

学習する理由にどのくらいあてはまりますか。「１：全く当て
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はまらない」「２：あまり当てはまらない」「３：少し当ては

まる」「４：かなり当てはまる」のいずれかの数字に○をつけ

て答えてください。』という教示文のもと「問題を解くことが

面白いから」や「やらないと周りの人がうるさいから」など

20項目を 4件法で回答を求めた。 

 ソーシャルサポート尺度では，『あなたには病気や災難にあ

った際に助けてくれる家族・親類，友人，隣人は何人います

か。以下の対象それぞれについてあてはまる人数に○をつけ

て答えてください。』という教示文のもと「家族・親類」「友

人」「隣人」「その他」の 4項目を「0人」「1人」「2人」「3人」

「4人」「5人」「6人以上」の 7件法で回答を求めた。 

 趣味娯楽に費やす時間の尺度は，問 A と問 B に分かれてお

り，問 A では趣味・娯楽などに使う時間，問 B では勉強やア

ルバイトなどに使う時間とした。『以下の各文章について，大

学以外での時間のすごし方について 1 週間当たりどの程度の

時間を費やしますか。趣味や娯楽などに使う時間と，勉強や

アルバイトなどに使う時間をお聞きします。当てはまる時間

に○をつけて答えてください。』という教示文のもと，問 Aで

4項目，問 Bで 5項目，合計 9項目を「0時間」「1時間未満」

「1～2時間」「3～5時間」「6～10時間」「11～15時間」「16～

20時間」「21時間以上」の 8件法で回答を求めた。 

４．研究１結果 

４．１ 因子分析の結果 

 全てのデータは HAD を用いて統計分析を行った（清水，

2016）。 

 人生満足尺度で因子分析(最尤法，プロマックス回転)を行

った結果，「もう一度人生をやり直せるとしても，ほとんど何

も変えないだろう」の項目の因子負荷量が.35 未満であった

ため，今回の実験ではこの項目を除いた 4 項目の平均値を幸

福度の値とした(α＝.852)(付録 表 1)。 

自律的学習動機尺度では因子分析(最尤法，プロマックス回

転)の結果，「勉強するということは大切なことだから」の項

目が先行研究とは異なる結果になったが，因子負荷量を見た

ところ先行研究の因子構造とあまり差が無かった為，分析の

際は先行研究を踏襲した。また，因子名も先行研究を踏襲し，

「内的調整」(α＝.806)「同一化的調整」(α＝.783)「取り入

れ的調整」(α＝.790)「外的調整」(α＝.816)とした(付録 表

2)。 

ソーシャルサポート尺度の因子分析(最尤法，プロマックス

回転)の結果，「家族・親類」と「友人」(α＝.745)，「隣人」

と「その他」(α＝.381)の 2因子に分かれた(付録 表 3)。 

４．２ 相関分析の結果 

 人生満足度と自律的学習動機の相関分析の結果，人生満足

度と内的調整，取り入れ的調整，外的調整とは相関が見られ

ず，同一化的調整とは正の相関が見られた。男女別で分析し

た結果，男性では幸福度と内的調整，同一化的調整が正の相

関を示し，取り入れ的調整，外的調整との相関は見られなか

った。女性では幸福度と内的調整，同一化的調整，外的調整

とは相関が見られず，取り入れ的調整とは負の相関が見られ

た(表 4)。 

 

人生満足度とソーシャルサポートの相関分析の結果，全体

男女すべてで相関は見られなかった(表 5)。 

 

表４　人生満足度と自律的学習動機の相関

人生満足度

全体 男性 女性

内的調整 .139 .331 * -.090

同一化的調整 .240 ** .306 * .181

取り入れ的調整 -.019 .240 + -.278 *

外的調整 -.038 -.249 + .205
**

 p  < .01, 
*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表５　人生満足度とソーシャルサポートの相関

人生満足度

全体 男性 女性

家族・親類・友人 .121 .083 .152

隣人・その他 .165 + .099 .215
**

 p  < .01, 
*
 p  < .05, 

+
 p  < .10
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人生満足度と趣味娯楽に費やした時間の相関分析の結果，

人生満足度とアルバイトで正の相関が見られた。男女別で分

析した結果，男性では人生満足度と読書時間が負の相関を示

した。女性では人生満足度と趣味娯楽・趣味娯楽外の時間と

の相関は見られなかった (表 6)。 

 

４．３ 研究１の考察 

研究１の結果，仮説１の「人生満足度と自律的学習動機の

内的調整・同一化的調整は正の相関を示し，人生満足度と自

律的学習動機の取り入れ的調整・外的調整は負の相関を示

す。」，仮説２の「人生満足度と趣味・娯楽に費やす時間は正

の相関を示す。」，仮説３の「人生満足度とソーシャルサポー

トが正の相関を示す。」はどれも支持されなかった。 

仮説１が支持されなかった理由として人生満足度と自律的

学習動機が自尊心を介して相関していた可能性があげられる。

櫻井(2009)の学習に関する調整スタイルと健康の関係につい

ての研究では精神的健康の指標として自尊感情が用いられて

いた。先行研究は欧米での研究が多く，佐藤ら(2008)の研究

によると，「自尊心が主観的幸福感に与える影響は日本より

も米国で強い」という結果が示されている。このことから自

律的学習動機が自尊心に影響を与え，自尊心が人生満足度に

影響を与えていたならば，日本人では自尊心が主観的幸福感

に与える影響が低いため，欧米の先行研究とは異なる結果が

得られたと考えられる。 

仮説２が支持されなかった理由として尺度の問題点があげ

られる。本研究では娯楽に費やす時間と人生満足度の分析を

行ったがみずほ総合研究所(2011)では趣味や娯楽を楽しんで

いる程度と幸福感で分析を行っていた為，趣味や娯楽に費や

す量(時間)が人生満足度と相関するのではなく，趣味や娯楽

の質(どれだけ楽しむか)が幸福感に影響を与える可能性が考

えられる。 

仮説３が支持されなかった理由として用いたソーシャルサ

ポート尺度の項目が１項目と少なく，尺度としては不十分だ

った可能性が考えられる。 

５．研究２ 

 研究１で「自尊心が人生満足度に与える影響に文化差があ

る」「ソーシャルサポート尺度の信頼性が低い」「趣味や娯楽

の量ではなく質が重要」という問題が残された。研究２では

「自尊心が人生満足度に与える影響に文化差がある」「ソーシ

ャルサポート尺度の信頼性が低い」の２つの問題について検

討する。佐藤ら(2008)の研究で『自尊心および情緒的サポー

トの Subjective Well-Being(主観的幸福感)規定力の「文化

差」は，関係流動性の「社会間」の差によって説明できる』と

いう結果が示されている。関係流動性が高い人たちでは自尊

心が人生満足度に影響を与えるが，低い人では自尊心が人生

満足度に与える影響は弱い。研究 1 では関係流動性が低い人

たちにおいて自尊心と人生満足度の関係が弱かったため，全

体としても自律的学習動機と人生満足度の相関が得られなか

った可能性が考えられる。関係流動性が高い人たちのみでは

自律性の高い動機付けが自尊心を高め，幸福感も高める可能

性が考えられる。そこで，佐藤ら(2008)の研究と同様に関係

流動性尺度(Yuki et al., 2007)を用いて関係流動性が高い

群と低い群に分けて分析を行う。 

櫻井(2009)は自律的な理由で学習する人ほどポジティブな

感情を高めると述べており，自律的学習動機が勉強に対する

感情を介して主観的幸福感に影響を与える可能性も考えられ

表６　人生満足度と趣味娯楽・趣味娯楽以外の時間との相関

人生満足度

全体 男性 女性

読書時間 -.171 + -.291 * -.033

テレビドラマ -.160 + -.172 -.185

友人・ツイッター .135 .028 .232 +

その他娯楽 -.107 -.029 -.163

予習復習 -.092 .051 -.250 +

授業外勉強 .137 .131 .169

社会活動 -.015 -.046 .025

アルバイト .222 * .238 + .195

部活動・同好会 -.004 .025 -.028
**

 p  < .01, 
*
 p  < .05, 

+
 p  < .10
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る。そこで勉強に対するポジティブな感情とネガティブな感

情それぞれ 5つを合わせた尺度を作成した。 

「ソーシャルサポート尺度の信頼性が低い」という問題点

は，「さまざまな研究者によってもっとも広く参照されている

尺度(堀ら 2001)」として紹介されている久田ら(1989)の学生

用ソーシャル・サポート尺度を用いることにした。 

仮説 1：関係流動性が高い群では低い群よりも人生満足度

と自尊心がより高い正の相関を示す 

仮説 2：関係流動性が高い群では人生満足度と自律的学習

動機の内的調整・同一化的調整が正の相関を示し，

人生満足度と自律的学習動機の取り入れ的調整・外

的調整が負の相関を示す。 

仮説 3：人生満足度とソーシャルサポートが正の相関を示

す。 

５．１ 調査対象者 

高知工科大学の学生 126 名(男性 77 名，女性 49 名)，高知県

立大学の学生 11名(男性 2名，女性 9名)，所属不明 4名の計

141名であった。 

５．２ 調査時期及び手続き 

 調査は 2017 年 10 月に数名の組に分かれて行われた。参加

者は実験室に集まり， 数十分ほどの質問紙に回答し，他の実

験と合わせて 1000円の報酬を受け取り退室した。 

５．３ 調査内容 

質問紙の内容は，Diener(1985）の人生満足尺度，西村ら

(2011)の自律的学習動機尺度，久田ら(1989)の学生用ソーシ

ャル・サポート尺度，関係流動性尺度(Yuki et al., 2007)，

山本ら(1982)の自尊心尺度，独自に作成した感情尺度で構成

されていた。 

人生満足尺度と自律的学習動機尺度は研究１と同じ尺度を

使用した。 

ソーシャルサポート尺度では，『以下の質問は、あなたがま

わりの人たちから普段どのような援助を受けているかをおう

かがいするものです。（父、母、きょうだい、今通っている学

校の先生、友人・知人）ごとに、それぞれの援助に対する期

待感を評定してください。「きっとそうしてくれるだろう」と

思っていれば数字の 4に、「たぶんそうだ」と思っていれば数

字の 3 に〇をつけるわけです、対象がいない方、例えば、き

ょうだいのいない方は、そこのところだけとばしてお答え下

さい。また、友人・知人は、学校での同級生だけでなく、恋

人・先輩・近所のおじさんなどを含む広い範囲でお答えくだ

さい。その際、対象と考える人は誰か特定の人でも結構です

し、何人かの人たちのことでも結構です。』という教示文のも

と，「あなたが落ち込んでいると、元気づけてくれる」や「あ

なたが失恋をしたと知ったら、心から同情してくれる」など

16問を父、母、きょうだい、今通っている学校の先生、友人・

知人ごとに 4件法で回答を求めた。 

関係流動性尺度では，『あなたの身近な社会（学校、職場、

住んでる町、近隣など）に住む人々についてお尋ねします。

次のそれぞれの文が、あなたの周りの人々にどれくらい当て

はまるかを、「１．全くそう思わない」「２．そうは思わない」

「あまりそう思わない」「少しそう思う」「そう思う」「とても

そう思う」までの６段階の中から１つ選び、〇をつけてくだ

さい。』という教示文のもと，「彼ら（あなたの周囲の人たち）

には、人々と知り合いになる機会がたくさんある」や「彼ら

は、初対面の人と会話を交わすことがよくある」など 12項目

を 6件法で回答を求めた。 

自尊心尺度では，『次の特徴のおのおのについて、あなた自

身にどの程度当てはまるかをお答えください。他からどう見

られているかではなく、あなた自身をどのように思っている

かを「１：当てはまらない」～「５：当てはまる」のいずれか

の数字に〇をつけて答えてください。』という教示文のもと，

「少なくとも人並みには、価値のある人間である」や「いろ

いろな良い素質を持っている」など 10項目を 5件法で回答を

求めた。 
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感情尺度では，『あなたが大学の学習をしている時に以下の

各気分をどの程度感じているかを「１：全く当てはまらない」

～「７：とても当てはまる」のいずれかの数字に〇をつけて

答えてください。』という教示文のもと，「楽しい」や「憂鬱

だ」など 10項目を 7件法で回答を求めた。 

６．研究２結果 

 ６．１ 因子分析の結果 

 研究２も研究１と同様に HAD を用いて統計分析を行った

（清水，2016）。 

 人生満足尺度の因子分析(最尤法，プロマックス回転)の結

果，研究１と同様に「もう一度人生をやり直せるとしても，

ほとんど何も変えないだろう」の項目の因子負荷量が.35 未

満だったため研究２でもこの項目を除いた 4 項目の平均値を

人生満足度の値とした(α=.825)(付録 表 7)。 

 自律的学習動機尺度では因子分析(最尤法，プロマックス回

転)の結果，「みんなが当たり前のように勉強しているから」

「勉強するということは、規則のようなものだから」「勉強す

るということは大切なことだから」の 3 項目が先行研究とは

異なる結果になったが，研究１と同様に因子負荷量を考慮し

変数作成の際は先行研究を踏襲した。また、因子名も研究１

と同様に先行研究を踏襲し，「内的調整」(α=.851)「同一化

的調整」(α=.807)「取り入れ的調整」(α=.818)「外的調整」

(α=.794)とした(付録 表 8)。 

 ソーシャルサポート尺度の因子分析(最尤法，プロマックス

回転)の結果，「父母きょうだい」 (α=.975)「今通っている

学校の先生」(α=.941)「それ以外の友人・知人」(α=.951)の

3因子に分かれた(付録 表 9)。 

 関係流動性尺度の因子分析(最尤法，プロマックス回転)の

結果，1因子のみが抽出された(α=.814)(付録 表 10)。 

 自尊心尺度の因子分析(最尤法，プロマックス回転)の結果，

山本ら (1982)の研究と同じく 1 因子が抽出された (α

=.861)(付録 表 11)。 

 感情尺度の因子分析(最尤法，プロマックス回転)の結果，

「ポジティブ因子」(α=.879)「ネガティブ因子」(α=.773)

の 2因子に分かれた(付録 表 12)。 

６．２ 相関分析の結果 

 人生満足度と自尊心の相関分析の結果，全体・男女すべて

で正の相関を示した(表 13)。 

 

関係流動性が高い群での人生満足度と自尊心の相関分析の

結果，全体・男女すべてで正の相関を示した。尺度得点の中

央値で 2分化し，高い群と低い群に分けた(表 14)。 

 

 関係流動性が低い群での人生満足度と自尊心の相関分析の

結果，全体・男女すべてで正の相関を示した(表 15)。 

 

 人生満足度とソーシャルサポートの相関分析の結果，全体

では人生満足度と相関の強い順に「友人知人」「父母きょうだ

い」「先生」であった。男性では人生満足度と「友人知人」「父

母きょうだい」は正の相関を示し，人生満足度と「先生」の

相関は見られなかった。女性では人生満足度と相関の強い順

に「父母きょうだい」「友人知人」「先生」であった(表 16)。 

表１３　人生満足度と自尊心の相関

人生満足度

全体 男 女

自尊心 .582 ** .639 ** .483 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表１４　人生満足度と自尊心の相関

　　　　関係流動性が高い群

人生満足度

全体 男 女

自尊心 .572 ** .643 ** .482 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表１５　人生満足度と自尊心の相関

　　　　関係流動性が低い群

人生満足度

全体 男 女

自尊心 .588 ** .649 ** .504 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10



 

7 

 

 

 関係流動性が高い群での人生満足度とソーシャルサポート

尺度の相関分析の結果，全体では人生満足度と相関の強い順

に「友人知人」「先生」「父母きょうだい」であった。男性では

人生満足度と「友人知人」「先生」は正の相関を示し，人生満

足度と「父母きょうだい」の相関は見られなかった。女性で

は人生満足度と「父母きょうだい」「友人知人」は正の相関を

示し，人生満足度と「先生」の相関は見られなかった (表 17)。 

 

 関係流動性が低い群での人生満足度とソーシャルサポート

尺度の相関分析の結果，全体では人生満足度と「父母きょう

だい」「友人知人」は正の相関を示し，人生満足度と「先生」

の相関は見られなかった。男性では人生満足度と「父母きょ

うだい」「友人知人」は正の相関を示し，人生満足度と「先生」

の相関は見られなかった。女性では，人生満足度と相関の強

い順に「友人知人」「先生」「父母きょうだい」であった(表 18)。 

 

 

 人生満足尺度と感情尺度の相関分析の結果，ポジティブ感

情は人生満足度と正の相関を示し，ネガティブ感情は人生満

足度と負の相関を示した。男女別で分析した結果，男性では

ネガティブ感情のみ人生満足度と負の相関を示した。女性で

はポジティブ感情は人生満足度と正の相関を示し，ネガティ

ブ感情は人生満足度と負の相関を示した(表 19)。 

 

 自律的学習動機尺度と感情尺度の相関分析の結果，全体で

はポジティブと内的調整，同一化的調整が正の相関を示し，

外的調整と負の相関を示した。ネガティブと内的調整，同一

化的調整が負の相関を示し，外的調整と正の相関を示した。

男性ではポジティブと内的調整，同一化敵調整が正の相関を

示し，外的調整と負の相関を示した。ネガティブと内的調整

が負の相関を示し，外的調整と正の相関を示した。女性では

ポジティブと内的調整，同一化的調整が正の相関を示し，外

的調整と負の相関を示した。ネガティブと内的調整，同一化

的調整が負の相関を示し，外的調整と正の相関を示した(表

20)。 

 

 人生満足度と自律的学習動機の相関分析の結果，相関は見

られなかった。男女別に分析した結果，男性では相関が見ら

れず，女性では人生満足度と同一化的調整が正の相関を示し，

人生満足度と外的調整が負の相関を示した(表 21)。 

表１６　人生満足度とソーシャル・サポートの相関

人生満足度

全体 男 女

父母きょうだい .293 ** .286 * .397 **

先生 .232 ** .218 + .284 *

友人知人 .344 ** .363 ** .387 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表１７　人生満足度とソーシャルサポート尺度

　　　　　関係流動性の高い群

人生満足度

全体 男 女

父母きょうだい .260 * .181 .508 **

先生 .299 * .301 * .317 +

友人知人 .389 ** .371 * .468 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表１８　人生満足度とソーシャルサポートの相関

　　　　　関係流動性の低い群

人生満足度

全体 男 女

父母きょうだい .393 ** .441 * .341 +

先生 .217 + .092 .348 +

友人知人 .349 ** .368 * .382 *

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表１９　人生満足度とポジティブネガティブの相関

人生満足度

全体 男 女

ポジティブ .216 * .115 .391 **

ネガティブ -.475 ** -.413 ** -.574 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表２０　自律的学習動機とポジティブネガティブの相関

全体 内的調整 同一化的調整 取り入れ的調整 外的調整

ポジティブ .647 ** .439 ** .086 -.321 **

ネガティブ -.332 ** -.173 * .088 .419 **

男

ポジティブ .680 ** .415 ** .208 + -.309 **

ネガティブ -.346 ** .050 .099 .368 **

女

ポジティブ .606 ** .483 ** -.140 -.356 **

ネガティブ -.315 * -.554 ** .092 .514 **

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10
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関係流動性の高群での人生満足度と自律的学習動機の相関

分析の結果，相関は見られなかった。男女別に分析した結果，

男性では相関が見られず，女性では人生満足度と同一化的調

整のみ正の相関を示し，人生満足度と外的調整では負の相関

を示した(表 22)。 

 

 関係流動性の低群での人生満足度と自律的学習動機の相関

分析の結果，相関は見られなかった (表 23)。 

 

 自尊心と自律的学習動機の相関分析の結果，相関は見られ

なかった。男女別に分析した結果，男性では相関が見られず，

女性では自尊心と同一化的調整が正の相関を示し，自尊心と

外的調整では負の相関を示した(表 24)。 

 

 関係流動性の高群での自尊心と自律的学習動機の相関分析

の結果，相関は見られなかった。男女別に分析した結果，男

性では相関は見られず，女性では自尊心と同一化敵調整のみ

正の相関を示した(表 25)。 

 

 関係流動性の低群での自尊心と自律的学習動機の相関分析

の結果，相関は見られなかった。男女別で分析した結果，男

性では相関は見られず，女性では自尊心と同一化敵調整のみ

正の相関を示した(表 26)。 

 

６．３ 研究 2 の考察 

 研究 2 の結果，仮説 1 の「関係流動性が高い群では低い群

よりも人生満足度と自尊心がより高い正の相関を示す」は支

持されなかった。関係流動性の平均値は Yuki(2007)の研究と

表２１　人生満足度と自律的学習動機の相関

人生満足度

全体 男 女

内的調整 .138 .142 .148

同一化的調整 .111 -.054 .376 **

取り入れ的調整 .033 .068 -.005

外的調整 -.127 -.037 -.288 *

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表２２　人生満足度と自律的学習動機の相関

　　　　関係流動性の高い群

人生満足度

全体 男 女

内的調整 .152 .212 .069

同一化的調整 .167 -.045 .476 **

取り入れ的調整 -.059 .011 -.180

外的調整 -.171 -.003 -.454 *

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表２３　人生満足度と自律的学習動機の相関

　　　　　関係流動性が低い群

人生満足度

全体 男 女

内的調整 .168 .042 .312 +

同一化的調整 .058 -.071 .266

取り入れ的調整 .058 .132 -.034

外的調整 -.118 -.078 -.167
**

 p  < .01, 
*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表２４　自尊心と自律的学習動機の相関

自尊心

全体 男 女

内的調整 .058 .069 .061

同一化的調整 .096 -.037 .343 **

取り入れ的調整 -.006 .037 -.085

外的調整 -.073 .030 -.270 *

**
 p  < .01, 

*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表２５　自尊心と自律的学習動機の相関

　　　　　関係流動性の高い群

自尊心

全体 男 女

内的調整 .094 .168 -.054

同一化的調整 .089 -.047 .392 *

取り入れ的調整 .005 .075 -.200

外的調整 -.047 .039 -.268
**

 p  < .01, 
*
 p  < .05, 

+
 p  < .10

表２６　自尊心と自律的学習動機の相関

　　　　　関係流動性の低い群

自尊心

全体 男 女

内的調整 .008 -.146 .203

同一化的調整 .117 -.015 .352 *

取り入れ的調整 -.020 -.011 .001

外的調整 -.115 .007 -.288
**

 p  < .01, 
*
 p  < .05, 

+
 p  < .10
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近い値を示していることから，佐藤らの研究と本研究の違い

が，関係流動性の平均値の違いとは解釈しにくいだろう (付

録 表 27)。人生満足度と自尊心の相関分析の結果で正の相関

を示しており，関係流動性で高群と低群に分けて人生満足度

と自尊心の相関分析を行った結果も関係流動性で分けなかっ

た分析と同程度の相関を示していた。関係流動性の高低によ

り自尊心と主観的幸福感の関係に差異は見られず，先行研究

と一貫した結果は得られなかった。自尊心と自律的学習動機

の相関分析の結果，女性の自尊心と同一化的調整が正の相関

を示し，自尊心と外的調整が負の相関を示した。関係流動性

で高群と低群に分けて分析を行った結果も関係流動性で分け

なかった分析と同程度の相関を示していた。これらの結果関

係流動性は調整変数としての効果を持たないことが示された。 

仮説 2 の「関係流動性が高い群では人生満足度と自律的学

習動機の内的調整と同一化的調整が正の相関を示し，取り入

れ的調整と外的調整とは負の相関を示す」は女性の人生満足

度と外的調整が負の相関を示すという一部分のみ支持された。

女性の人生満足度と同一化的調整が正の相関を示しており，

同一化的調整が「将来の成功に繋がるから」「自分の夢を実現

したいから」といった項目で構成されることから，未来を見

据えて勉学に励んでいる女子学生は人生満足度が高い可能性

がある。 

仮説 3 の「人生満足度とソーシャルサポート尺度が正の相

関を示す」は支持された。しかし，佐藤ら(2007)の研究では

関係流動性が低い群の方が高い群よりも人生満足度とソーシ

ャルサポートが高い性の相関を示していたが，研究 2 では同

様の結果は得られなかった。 

人生満足度と自律的学習動機，自律的学習動機と感情尺度，

人生満足度と感情尺度の相関分析の結果，人生満足度と感情

尺度，自律的学習動機と感情尺度は相関を示したが，人生満

足度と自律的学習動機は相関を示さなかった。このことから， 

自律的に学習している人ほど学習時にポジティブな感情を抱

き，ネガティブな感情を抱きにくいことが，また，学習時に

ポジティブな感情を抱き，ネガティブな感情を抱きにくい人

ほど人生満足度は高いことが明らかになった。同時に，自律

的に学習する程度が直接人生満足度に影響するほど関係は強

くはないことも明らかになった。 

7．総合考察 

研究１・研究２の全体的な仮説としてあげていた幸福感と

自律的学習動機の関係は支持されなかった。「人生満足度」や

「生活満足度」などの主観的幸福感の間には中程度の相関が

あるとして本研究では人生満足度を主観的幸福感として扱っ

たが，精神的健康と人生満足度では動機づけの側面において

異なる関係性を示す可能性が考えられる。調整スタイルと努

力の程度について，『努力の程度で同一化的調整との相関の方

が内的調整との相関よりも高かった』(櫻井 2007, p252)と示

されている。努力する人は成績が高くなり自尊心を高めてい

るとするならば，内的調整よりも同一化的調整の項目の方が

努力という表現に近く，同一化的調整の方が幸福感と高い相

関を示した結果の解釈が可能だろう。しかし，内的調整が幸

福感と相関しない理由にはならない為，自尊心と動機づけに

関して今後のさらなる検討が必要である。「自分の希望する職

業に就きたいから」「自分の夢を実現したいから」といった同

一化的調整の項目では女性は幸福感と正の相関を示し，男性

は相関しなかった為，幸福感・動機づけと合わせて将来に対

する意識や努力に対する意識，入学した理由などの男女差の

研究が必要だと考える。 

関係流動性に関する仮説は自尊心と幸福感の相関分析，自

尊心と自律的学習動機の相関分析，どちらも差異は見られず，

関係流動性は調整変数としての効果を持たないことが示され

た。関係流動性の平均値は先行研究と近い値を示しており，

本研究のサンプルが特殊のサンプルではなかったとするなら

ば，自尊心と幸福感の関係性に関係流動性が介入しなくなっ

た可能性が考えられる。 
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幸福感と趣味娯楽の関係については趣味娯楽に費やした時

間だけでなく，それらをどれだけ楽しんでいるかという趣味

娯楽の質を調査する必要がある。研究 1 では趣味娯楽の範囲

も絞っていた為，より広い範囲で趣味娯楽について質問紙を

作成し調査することで幸福感との関係が明らかになるだろう。 

幸福感とソーシャルサポートの関係については，研究１で

は相関しなかったが，実験２では正の相関を示した。研究１

の考察で書いたように研究１で使用したソーシャルサポート

尺度は１項目と少なく研究２で使用したソーシャルサポート

尺度と比べて正確に測れていなかった可能性がある。 

人生満足度と感情尺度，感情尺度と自律的学習動機，人生

満足度と自律的学習動機の相関分析からは自律的に学習して

いる人ほど学習時にポジティブな感情を抱き，ネガティブな

感情を抱きにくい，また，学習時にポジティブな感情を抱き

ネガティブな感情を抱きにくい人ほど人生満足度が高いこと

が示された。人生満足度と自律的学習動機は直接の影響は小

さいが，自律的学習動機によって感情が動く場合は人生満足

度が高まるのだろう。今後は将来に対する意識や努力に対す

る意識，入学した理由と幸福感の研究や趣味娯楽の質や範囲

を広げた研究，感情と動機づけ・幸福感についてのさらなる

研究が必要だろう。 
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